人文社会科学若手研究者セミナー
フランス人研究者招聘の募集について

　日仏関連諸学会の皆さまにおかれましては、いつも会館の活動にご協力いただいておりますこと、心より感謝申し上げます。

　さて、日仏会館では2012年度に、これまでの人文社会科学若手研究者セミナーを拡充する形の新しい試みを、フランス事務所、フランス大使館と共同で行うことにいたしました。フランスからの研究者招聘としては、以前より日仏学者交流の制度によって毎年２名の研究者をお招きし、諸学会が招聘主体になって交流していただいておりましたが、それとは別個にフランスの人文社会科学分野における気鋭の研究者２名を招聘して、セミナー、講演会等を行い、主に日本の若手研究者と交流していただくという趣旨の企画です。特に日本で著作が翻訳されているか翻訳企画が進行中の研究者をお呼びするのが望ましいと考えております。
　現在、想定しているプランでは８日間滞在していただき、日仏会館での通訳付き講演１回、人文社会科学若手研究者セミナーでのフランス語によるセミナー１回のほかに、受け入れ大学における講演もしくはセミナー２回を加える（２大学で１回ずつも可）、といった内容を考えております。したがいまして、日仏会館と協力して、フランス人研究者による講演もしくはセミナーを望まれる大学教員を募集しますので、貴学会の会員の方々に本企画をご周知下さるようお願い申し上げます。この企画に賛同し、招聘したい研究者を推薦し、受け入れにご協力いただける大学教員の方はふるってご応募ください。
　この企画に応募なさる場合は、以下の情報を日仏会館事務局bjmfj@ mfjtokyo.or.jpまで５月末日までにお知らせ下さい。

1） 招聘したいフランス人研究者のお名前と所属、最低限のプロフィール
（ただし研究者とのコンタクトは大使館とフランス事務所で行いますので、事前の接触は必要ありません）
2） 招聘責任者と協力者のお名前とご所属、連絡先
　応募なさる場合の留意事項は以下です。

1） 招聘期間は2012年12月までの期間とします。

2） 招聘費用については、日仏会館、フランス事務所、フランス大使館で渡航費、滞在費、会館主催の場合の諸経費を負担しますので、受け入れ大学においては１回３万円程度の謝金をご用意いただくだけで充分です。
3） 選考は６月８日の日仏会館学術委員会（フランス事務所所長も含む）にフランス大使館文化部の代表者に加わっていただく形で行います。審査に当たっては、著作が翻訳されているか翻訳計画がある研究者が優先されますが、翻訳の有無は絶対的基準ではありません。
　以上のように、若手育成を念頭においた日仏学術交流に熱意のある方が参加してくださることを期待しております。関連諸学会から会員の皆様へのご周知をよろしくお願い申し上げます。
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